






2.低出力化した高速電子走査型超音波診断装置による切迫流産例の診断

  妊娠初期の切迫流産例の診断に用いられる装置は,副障害その他を考慮する

ならば,最小限の超音波照射時間と,低出力化した診断装置の利用が不可欠であ

ると思われる。

  その意味で.新しく登場したリニア走査型の高速電子スキャン装置は,個々の

振動子の励起時間を著しく短縮出来るために.生体組織への超音波照射エネル

ギーを著しく低値にとることが出来る。


